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総会の会場に掲示される
支部旗

計
画
、そ
し
て
実
行

　
　

大
西
眞
一
さ
ん

〜
コ
ロ
ナ
禍 
二
年
続
け
て
〜

〜
コ
ロ
ナ
禍 
二
年
続
け
て
〜

　鉄道カメラマンの坪内氏がコーディネイトした部屋が「サン
リバー大歩危」にある。鉄道フアンに人気で予約がなかなか取
れず、ひとつ上の階の部屋に宿泊した。目の前の鉄橋を土讃線
の列車が渡る絶好の撮影ポイントで、絵を描くことよりカメラ
を構えることに夢中になってしまった。

第
二
吉
野
川
橋
梁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

収入の部 支出の部
科 目 金額（円） 科 目 金額（円）

1 537,600 1 事務通信費

2 355,000 2 総会関係費

3 169,000 3 新年会関係費

4 54,000 4『やまびこ』関係費

5 369,000 5『やまびこ』発送費

6 3 6 諸会議費

7

年会費

総会会費

新年会会費

広告料

寄付金

受取利息

雑収入 400

8 前期繰越金 506,905▲

7 徳島県人会年会費 15,000

8 口座振込手数料

9 新年会案内等作成費

10

11

12

新年会案内等送付費

次期繰越金

慶弔金

42,439

583,456

166,150

175,532

136,058

77,242

31,016

111,100

139,824

10,000

509,719▲

合 計 978,098 合 計 978,098

繰越金明細 ① 資産 現金
普通預金／郵便局

計
② 負債 年会費預り金

差引繰越金 ① － ② ▲

令和元年度決算報告書 桜陵会近畿支部

（自）平成31年4月1日　（至）令和2年3月31日

509,719円

1,154,400円
644,681円

487,803円
156,878円

　

桜
が
散
り

始
め
た
快
晴

の
よ
き
日
、

大
阪
か
ら
新

快
速
で
約
一

時
間
、
加
古
川
の
大
西
さ
ん

を
訪
ね
た
。

　

古
里
か
ら
運
ん
だ
と
い
う

大
き
な
石
が
二
つ
置
か
れ
た

美
し
い
庭
の
あ
る
ご
自
宅
の

斜
め
前
に
あ
る
カ
ラ
オ
ケ
喫

茶
「
あ
ざ
み
」
で
お
話
を
伺

う
★
11
人
兄
姉
の
末
っ
子
の

大
西
さ
ん
は
、
池
高
卒
業

後
、
兄
の
勧
め
て
く
れ
た
神

戸
製
鋼
に
入
社
し
、
加
古
川

工
場
に
勤
め
た
。
鹿
児
島
出

身
の
女
性
と
結
婚
し
、
十
年

目
に
し
て
一
女
、
一
男
に
恵

ま
れ
た
★
定
年
後
を
見
据
え

て
、
か
ね
て
か
ら
購
入
し
て

い
た
土
地
に
、
若
い
こ
ろ
か

ら
趣
味
に
し
て
き
た
社
交
ダ

ン
ス
の
で
き
る
広
い
フ
ロ
ア

の
「
あ
ざ
み
」
を
オ
ー
プ
ン

し
た
の
は
55
歳
の
時
だ
っ

た
。
時
、
恰
も
分
社
化
さ
れ

た
神
戸
に
本
社
の
あ
る
「
㈱

コ
ベ
ル
コ
科
研
」
へ
品
質
管

理
事
務
局
長
と
し
て
勤
務
し

た
。
従
業
員
は
千
人
く
ら
い

だ
っ
た
が
高
学
歴
社
員
の
固

ま
り
の
中
に
あ
っ
て
、
し
か

も
片
道1

時
間
半
の
通
勤
は

ス
ト
レ
ス
に
な
り
心
臓
を
患

っ
た
。
60
歳
の
定
年
の
翌
年

に
は
、
胃
も
患
い
、
コ
ロ
ナ

禍
の
昨
年
は
再
発
し
て
、

「
健
康
が
一
番
大
切
だ
」
と

何
度
も
口
に
さ
れ
た
。
と
は

言
っ
て
も
さ
す
が
に
大
西
さ

ん
、
終
の
棲
家
を
自
宅
か
ら

３
分
の
長
女
宅
の
横
に
購
入

し
て
あ
る
★
「
寄
ら
ば
大
樹

の
陰
」
と
は
い
う
が
計
画
、

そ
し
て
実
行
し
て
き
た
大
西

さ
ん
の
努
力
と
忍
耐
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
「
生
涯
、
決

し
て
敵
は
作
ら
な
い
で
生
き

て
き
た
」
と
い
う
言
葉
も
印

象
的
だ
っ
た
。
昭
和
36
年

卒
、
箸
蔵
出
身
。

　
　
　

  

（
文
・
眞
野
春
美
）

　

近
畿
支
部
の
皆
様
、
日
頃

は
本
校
教
育
に
ご
協
力
い
た

だ
き
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
池
田
高
校
は
４
月
８

日
に
新
入
生
１
６
２
名
を
迎

え
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
た

め
に
授
業
や
行
事
の
方
法
を

工
夫
し
な
が
ら
も
、
無
事
生

徒
と
と
も
に
新
年
度
を
ス
タ

ー
ト
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
徳
島
県
が
進

め
る
「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
」
の
も
と
に
、
池
田
高

校
の
教
室
に
も
電
子
黒
板
が

設
置
さ
れ
，
生
徒
一
人
ず
つ

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
い
か

に
活
用
で
き
る
か
、
教
員
も

準
備
に
奮
闘
中
で
す
。
日
々

進
化
す
る
社
会
に
た
く
ま
し

く
対
応
で
き
る
力
を
生
徒
た

ち
に
備
え
さ
せ
る
べ
く
、
新

た
な
学
び
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
池
田
高
校
創

立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
先
輩

方
の
百
年
の
歴
史
や
功
績
を
学

び
つ
つ
、
現
在
や
未
来
の
池
田

高
校
の
可
能
性
を
描
け
る
よ

う
、
節
目
の
年
を
迎
え
る
準

備
も
進
め
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

   

（
4
月
30
日
記
）

　

令
和
3
年
5
月
か
ら
母
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
教
育
方
針
及
び
各

ク
ラ
ブ
の
部
活
動
状
況
（
対

外
試
合
等
）
な
ど
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

「
お
気
に
入
り
」
サ
イ
ト
に

登
録
設
定
し
折
々
の
「
池
田

高
校
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。

【
文
武
両
道
、
さ
わ
や
か
な

校
風
！
地
域
資
源
を
活
用
し
た

協
働
的
な
探
究
活
動
！
素
直
で

明
る
く
そ
し
て
ス
ト
イ
ッ
ク
な

池
高
生
の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ

い
！
】

＊H
P
よ
り
抜
粋

　

令
和
元
年
度
決
算
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
定
期
総
会
が
中
止

に
な
っ
た
た
め
、
総
会
議
決

に
代
わ
り
、
特
例
と
し
て
令

和
２
年
6
月
20
日
に
開
催
し

た
役
員
会
で
報
告
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

収
入
の
部
「
年
会
費
」
は

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

前
年
度
比
▲
7
5
6
0
0
円

と
厳
し
い
状
況
で
す
。
「
寄
付

金
」
は
篤
志
家
の
ご
芳
志
に

よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
の
部
は
「
や
ま
び

こ
」
を
前
年
度
に
続
き
年
一

回
発
行
と
し
た
も
の
の
、
創

立
40
周
年
の
記
念
行
事
（
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
）
を
実
施
の
た
め
「
総
会

費
」
は
大
幅
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

記
念
総
会
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
多
額

の
「
寄
付
金
」
が
あ
っ
た
も

の
の
決
算
額
は
前
年
度
と
略

同
額
の
▲
5
0
9
7
1
9
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
も
「
年
会

費
」
が
減
少
す
る
見
通
し
で

あ
り
、
抜
本
的
な
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
生
活
の
制
約
状
態

が
続
き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
り
多
少
改
善
さ
れ
た
と
し

て
も
、
多
く
の
参
加
者
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
の
で
総
会
開

催
は
中
止
し
ま
す
。

　

昨
年
に
続
く
連
続
中
止
と

な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程

お
願
い
し
ま
す
。

　

会
計
報
告
を
含
め
、
役
員

改
選
（
2
年
毎
）
に
あ
た
る

役
員
選
任
な
ど
、
総
会
で
承

認
が
必
要
な
事
項
が
あ
り
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

る
会
則
改
訂
も
予
定
し
て
い

た
た
め
「
書
面
総
会
」
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
役
員
は
留

任
（
退
任
者
は
除
く
）
と

し
、
会
計
報
告
等
は
昨
年
同

様
、
役
員
会
で
検
討
、
承
認

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
会
則
規
定
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
緊
急
特
例
と

し
て
次
回
開
催
の
総
会
で
一

括
し
て
報
告
、
ご
承
認
い
た

だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
後
、
ど
の
よ
う

な
社
会
生
活
に
な
る
の
か
は

予
測
で
き
ま
せ
ん
が
、
「
や

ま
び
こ
」
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
記
事
更
新
で
各
種
情

報
は
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

（
事
務
局
）

　

歴
史
に
残
る
で
あ
ろ
う
未
曽

有
の
惨
事
「
コ
ロ
ナ
禍
」
。
社

会
の
在
り
方
が
激
変
し
、
こ
れ

ま
で
の
常
識
や
経
験
値
は
全
く

通
用
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
桜
陵
会
近
畿
支
部
も
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
す
。

　
「
活
動
も
出
来
な
く
財
政
的

に
苦
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

際
解
散
し
た
ら
。
残
預
金
は
母

校
に
寄
付
し
て
。
」
「
年
会
費

制
は
や
め
て
総
会
開
催
だ
け

に
」
と
い
う
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
来
、

会
員
減
（
高
齢
化
）
、
年
会
費

減
に
よ
り
支
部
財
政
が
悪
化
し

て
い
る
状
況
を
み
る
と
、
こ
う

し
た
意
見
は
止
む
を
得
な
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
達
に
は
生
来
、

家
族
愛
、
ふ
る
さ
と
愛
、
母
校

愛
、
職
場
愛
、
近
隣
愛
、
宗
教

愛
な
ど
、
意
識
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
『
愛
』
と
い
う
も
の
を

持
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
集
う
こ
と
に
よ
っ

て
（
少
人
数
で
あ
る
ほ
ど
）
濃

密
な
関
係
性
が
生
じ
る
こ
と
も

知
っ
て
い
ま
す
。

　

池
高
卒
業
生
の
連
帯
感
（
母

校
愛
）
の
組
織
体
、
私
達
の
近

畿
支
部
は
野
球
部
の
甲
子
園
活

躍
で
一
気
に
求
心
力
が
働
き
、

野
球
部
中
心
の
母
校
愛
で
組
織

を
維
持
し
て
き
た
こ
と
は
確
か

で
す
が
、
休
刊
な
く
定
期
発
行

し
て
き
た
機
関
紙
「
や
ま
び

こ
」
の
役
割
は
見
落
と
せ
ま
せ

ん
。
他
校
に
は
見
ら
れ
な
い
特

長
と
言
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
こ
と
で
す

が
、
近
畿
に
お
け
る
県
立
高
校

の
総
会
開
催
状
況
は
、
徳
商

（
渭
水
会
）
は
県
人
の
集
い
に

便
乗
開
催
、
富
岡
西
（
牛
岐

会
）
は
隔
年
開
催
な
ど
工
夫
さ

れ
て
お
り
、
川
島
（
至
誠

会
）
、
脇
町
（
芳
越
会
）
、
阿

波
（
松
契
会
）
、
城
南
（
F
S

会
）
な
ど
は
魅
力
的
な
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
機

関
紙
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
「
や
ま
び
こ
」
を
紹
介
す

る
と
「
よ
く
続
い
て
い
ま
す

ね
」
、
「
記
事
内
容
も
豊
富
や

ね
」
と
賞
賛
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
達
の
近
畿
支
部
は
創
立
40

周
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
機
関

紙
「
や
ま
び
こ
」
の
定
期
発
行

と
い
う
素
晴
ら
し
い
実
績
を
持

ち
、
少
な
か
ら
ず
会
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す

る
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
「
や
ま

び
こ
」
を
中
心
に
連
帯
感
（
母

校
愛
）
を
よ
り
し
っ
か
り
と
醸

成
し
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
こ
は
有
志
各
位
の
ご
支

援
を
得
て
愚
直
な
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
取
り
組
む
「
ふ
ん
ば

り
」
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
及
び
コ
ロ
ナ
後
も

「
楽
し
い
同
窓
会
、
あ
っ
て
良

か
っ
た
近
畿
支
部
」
と
多
く
の

同
窓
生
か
ら
常
に
思
っ
て
も
ら

え
る
強
い
近
畿
支
部
の
組
織
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

や
ま
び
こ
抄

②

コ
ロ
ナ
禍
の

「
桜
陵
会
近
畿
支
部
」

コ
ロ
ナ
禍
の

「
桜
陵
会
近
畿
支
部
」

令
和
三
年
度

　
　
　
行
事
予
定

令
和
三
年
度

　
　
　
行
事
予
定

令
和
元
年
度

決
算
報
告
書
の
概
要

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
関
係
で
変
更
（
中
止
）
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 第

44
回
定
時
総
会

（
中
止
）　
　
　
　

第
51
回
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ　
　
　
　

家
族
ハ
イ
キ
ン
グ

新
年
互
礼
会　
　

第
74
号
発
行　
　

連
合
会
総
会
と
県

人
の
集
い（
中
止
）

徳
島
支
部
総
会　

（
中
止
）　
　
　
　

県
人
会
近
畿
連
合

会
新
年
互
礼
会　

《
近
畿
支
部
関
係
》

7
月
25
日　

9
月
22
日　

11
月 

3
日

1
月
16
日　
　
　
　
　

《「
や
ま
び
こ
」発
行
》

7
月
1
日

《
本
部
・
支
部
・
県
人
会
関
係
》

9
月
12
日　

徳
島
県
人
会
近
畿

11
月
13
日

1
月
15
日



（2）第74号 令和3年 7月1日

家
族
ハ
イ
キ
ン
グ

家
族
ハ
イ
キ
ン
グ

家
族
ハ
イ
キ
ン
グ

家
族
ハ
イ
キ
ン
グ

　

川
柳
を
始
め
て
40
年
以
上

に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
始
め
た

の
だ
ろ
う
か
。
時
流
に
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
何
時
も
冷

め
た
目
で
世
間
を
見
て
い
た

私
。
あ
の
江
戸
時
代
幕
府
さ

え
も
笑
い
の
種
に
、
庶
民
の

憂
さ
晴
ら
し
と
な
っ
た
川

柳
、
俳
句
と
違
い
約
束
ご
と

も
な
く
今
日
か
ら
で
も
入
門

で
き
、
作
品
も
作
れ
る
、
そ

ん
な
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川

柳
が
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
企
業

が
宣
伝
を
兼
ね
、
懸
賞
金
だ

す
広
告
が
出
始
め
て
か
ら
、

よ
う
や
く
短
詩
系
文
芸
と
し

て
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

元
番
傘
本
社
同
人
、
瓦
版

の
会
同
人
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
な

ど
に
投
句
し
て
い
ま
す
。

　

川
柳
の
愛
好
者
に
は
お
お

む
ね
年
配
者
が
多
い
で
す
。

そ
の
せ
い
か
句
会
は
昼
間
が

多
く
、
勤
め
人
は
投
句
し
て

後
で
結
果
を
聞
き
ま
す
。
句

会
で
は
兼
題
が
出
て
そ
れ
に

合
わ
せ
て
作
句
し
ま
す
。
後

で
選
者
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
句
を
選
ん
で
披
講
し
ま

す
。
句
会
が
終
わ
っ
た
後
の

一
杯
が
楽
し
み
で
す
。
私
の

最
近
の
句
で
す
。

編
集
部
注
：
胼
胝
は
ヘ
ン
テ

イ
。
た
こ
、
ま
め
の
こ
と

　
　
　

   

（
東
大
阪
市
在
住
）

　

前
夜
の
大
雨
が
う
そ
の
よ

う
に
秋
晴
れ
の
11
月
3
日

（
文
化
の
日
）
「
三
密
」
を

避
け
「
霊
峰
比
叡
山
に
登

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
須
丸
忠

由
リ
ー
ダ
ー
（
昭
31
卒
、
京

都
在
住
）
を
先
頭
に
叡
山
電

車
「
修
学
院
駅
」
を
友
達
、

同
級
生
、
ご
夫
婦
等
15
人
で

出
発
。
曼
殊
院
を
過
ぎ
る

と
、
い
よ
い
よ
「
雲
母
坂
」

（
標
高
2
0
0
ｍ
）
入
り
口

へ
。

　

周
り
の
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
余
裕
で
賑
や
か
に
山
道

を
登
る
こ
と
30
分
。
九
十
九

折
り
が
続
く
急
登
り
に
見
上

げ
て
も
見
上
げ
て
も
急
坂
、

た
め
息
ば
か
り
。
立
ち
止
ま

る
と
谷
か
ら
吹
き
上
る
風
で

寒
い
の
で
、
も
く
も
く
と
登

り
「
水
飲
対
陣
之
跡
碑
」

（
5
0
0
ｍ
）
で
昼
食
一
息

つ
く
。
少
し
予
定
よ
り
遅
れ

た
の
で
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

往
復
す
る
こ
と
に
し
乗
り
場

へ
。
笑
顔
が
戻
り
景
色
を
楽

し
み
展
望
台
へ（
8
3
8
ｍ
）。

各
自
で
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
比
叡
辺
り
を
散
策
。
有

志
の
み
で
大
比
叡
の
三
角
点

（
8
4
8.
3
ｍ
）
へ
伝
付
き

（
手
を
付
く
こ
と
）
に
！

　

季
節
柄
人
出
が
多
く
、
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
も
ピ
ス
ト
ン
輸
送
で
気
持

ち
よ
く
下
山
。
午
後
3
時
、

八
瀬
駅
へ
。
須
丸
リ
ー
ダ
ー

の
元
気
・
若
さ
に
驚
く
と
と

も
に
次
回
の
再
会
を
約
束
し

て
解
散
。
皆
様
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
て
ウ
ン
十

年
、
お
住
ま
い
の
第
二
の
故

郷
の
自
慢
の
場
所
（
山
や
公

園
等
）
を
ご
案
内
し
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
？

　

皆
様
と
訛
り
懐
か
し
く
お

会
い
出
来
れ
ば
と
楽
し
み
に

お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　

   

（
大
東
市
在
住
）

　

中
部
支
部
は
「
中
部
桜
陵

会
」
と
し
て
、
約
40
年
前
に

加
藤
武
弘
氏
の
ご
尽
力
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
は
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
の

東
海
三
県
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、
1
5
0
人
程
で
し
た
。

　

野
球
部
が
全
国
制
覇
し
た

時
期
に
は
蔦
監
督
を
お
迎
え

し
て
盛
大
に
総
会
・
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
私
も
3
人
の

幼
児
を
連
れ
て
参
加
し
ま
し

た
。
子
連
れ
の
方
も
多
く

て
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
の
人

混
み
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
で
、
今
に
し
て
思
え

ば
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

会
長
は
初
代
の
故
加
藤
武

弘
氏
（
中
11
）
か
ら
、
故
西
谷

重
信
氏
（
中
22
）
、
土
井
章
氏

（
高
26
）
と
引
継
ぎ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
事
務
局

は
、
故
竹
原
ト
ヨ
子
氏
（
高

5
）
か
ら
、
私
、
尾
藤
ヨ
シ

子
（
高
15
）
が
担
当
し
、
顧

問
と
し
て
藤
田
幸
孝
氏
（
高

13
）
が
控
え
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
年
1
回
の
総
会
を

兼
ね
た
懇
親
会
と
、
6
月
に

開
催
さ
れ
る
中
部
徳
島
県
人

会
の
折
に
池
高
出
身
者
が
集

ま
り
旧
交
を
温
め
る
と
い
っ

た
細
々
と
し
た
も
の
で
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
等
で
参
加

者
は
10
人
そ
こ
そ
こ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
上
は
80
代

か
ら
下
は
40
代
ま
で
、
年
齢

は
違
っ
て
も
母
校
「
池
高
」

へ
の
思
い
は
同
じ
。
そ
れ
ぞ

れ
が
青
春
の
日
々
を
過
ご
し

た
池
田
の
地
を
離
れ
、
こ
の

中
部
の
地
に
根
を
下
ろ
す
ま

で
の
時
の
流
れ
を
か
み
し

め
、
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
、
ま

た
皆
で
集
え
る
日
を
心
待
ち

に
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
責
：
事
務
局
、
尾
藤
ヨ

シ
子
）

　

山
城
町
と
池
田
町
を
結
ぶ

橋
、
大
川
橋
が
解
体
撤
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
大
川
橋
が
紡
い
だ

歴
史
を
ま
と
め
た
動
画
を
三
好

市
が
公
開
し
ま
し
た
。

　

83
年
間
、
地
域
の
物
流
や
交

流
を
支
え
て
き
た
偉
大
な
橋
の

記
憶
が
、
四
季
折
々
の
美
し 

い
映
像
と
地
域
の
人
た
ち
の
素

朴
で
優
し
い
語
り
口
で
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。　

　

映
像
の
中
に
出
て
く
る
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
言
葉
も
心
に
響
く

も
の
が
あ
り
、
見
る
も
の
の
心

を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

　

冒
頭
の
「
こ
ち
ら
側
と
向
こ

う
側
を
つ
な
ぐ
「
橋
」
そ
れ

は
、
人
や
も
の
を
運
ぶ
た
め
の

「
道
」
で
も
あ
り
、
人
と
人
が

出
会
う
た
め
の
「
場
」
で
も
あ

り
ま
す
。
」
の
言
葉
に
、
今
は

当
然
の
よ
う
に
行
き
来
し
て
い

る
橋
（
道
）
も
、
当
時
は
そ
う

で
は
な
く
、
そ
れ
が
出
来
た
こ

と
は
と
て
も
重
要
な
出
来
事
で

あ
り
、
今
を
形
作
る
大
き
な
歴

史
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
今
更
な
が
ら
に
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

大
川
橋
は
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
こ
の
橋
が
紡
い

だ
様
々
な
物
語
は
人
々
の
心
に

残
さ
れ
、
今
を
生
き
る
私
達
の

礎
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
動
画
の
最
後
の
言
葉
を

お
借
り
し
「
拝
啓
、
大
川
橋

様
、
83
年
間
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

こ
の
動
画
は
三
好
市
公
式

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

          　
　

   

（
三
好
市
在
住
）

　

5
月
26
日
（
水
）
に
法
隆
寺

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
奈
良
県

斑
鳩
町
）
で
10
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
平
年
よ
り
早

い
梅
雨
入
り
で
し
た
が
よ
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ヨ
ン
に
恵
ま
れ
、
第

50
回
の
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し

く
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
優
勝
は
徳
田
公
伸
さ
ん

（
昭
35
卒
）
、
準
優
勝
は
森
上

修
さ
ん
（
昭
30
卒
）
、
第
3
位

は
華
本
数
則
さ
ん
（
昭
42

卒
）
、
ま
た
B
B
賞
は
佐
竹
勝

久
さ
ん
（
昭
42
卒
）
で
し
た
。

　

昭
和
57
年
9
月
23
日
（
祝

日
）
に
宇
陀
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
奈
良
県
）
で
第
1
回

が
開
催
さ
れ
、
以
降
毎
年
9

月
23
日
（
祝
日
）
を
定
例
開

催
日
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
第
1
回
か
ら

数
え
て
40
年
に
な
り
ま
す

が
、
参
加
者
の
希
望
で
平
成

22
年
か
ら
年
2
回
（
春
・

秋
）
開
催
と
し
た
た
め
今
回

50
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
徳
田
さ
ん
は

「
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
立
派
な
ト
ロ
フ
ィ

ー
を
頂
い
て
感
激
で
す
」
と

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
上
様
よ
り
自
社

商
品
（
ポ
ン
酢
）
の
提
供
が

あ
り
特
別
賞
と
し
て
渡
し
ま

し
た
。
森
上
様
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

次
回
は
9
月
22
日
（
水
）

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ク
プ
レ
ー
ヤ

ー
ズ
コ
ー
ス
（
兵
庫
県
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、
令

和
2
年
9
月
23
日
（
水
）

「
よ
み
う
り
ゴ
ル
フ
ウ
ェ
ス

ト
コ
ー
ス
」
（
西
宮
市
）
で

10
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

優
勝
は
前
回
に
続
き
秋
田

良
八
さ
ん
（
昭
47
卒
）
、
準

優
勝
は
宮
内
昭
次
さ
ん
（
昭

42
卒
）
、
第
3
位
は
國
金
達

さ
ん
（
昭
42
卒
）
で
し
た
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

   　
　

（
事
務
局
）

桜
陵
会

支
部
だ
よ
り
②

「
中
部
桜
陵
会
」

　
　
　
　
の
ご
紹
介

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
本　

利
仲
さ
ん
（
昭
24
卒
）　

山
本　
　

甫
さ
ん
（
昭
25
卒
）

藤
井　

平
八
さ
ん
（
昭
26
卒
）

多
田　

泰
一
さ
ん
（
昭
27
卒
）

平
尾　

壽
夫
さ
ん
（
昭
31
卒
）

中
村　
　

隆
さ
ん
（
昭
38
卒
）

大
西　

孝
司
さ
ん
（
昭
44
卒
）

····························

記念

桜陵会ゴルフコンペ桜陵会ゴルフコンペ

第50回第50回 大会大会

27

中
村 

竜
司
（
平
3
卒
）

平
地
　
信
子

（
昭
44
卒
）

賃
取
り
橋
の
軌
跡

晩
秋
の
比
叡
山
を
楽
し
む

〜
大
川
橋
８３
年
の
あ
ゆ
み
〜

公
開

 

白
川 

和
子 

様 

5
千
円

 

邉
見 

豊
子 

様

1
万
円

（
昭
43
卒
）

 

鈴
木 

宣
康 

様

2
千
円

（
昭
49
卒
）

（
昭
33
卒
）

　

複
数
年
会
費
納
入
者
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
い
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
費
未
納
者
は
、
本
年
度
分

よ
り
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
会
費
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
会
計
・
吉
田
ま
で

会
費
納
入
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
令
和
2
年
4
月
〜
令
和
3
年

 
3
月
末
ま
で
の
会
費
納
入
者
】

（
☎
0
9
0-

3
6
5
2-

6
1
0
2
）

◎
10
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

◎
5
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

◎
1
年
会
費
納
入
者
は
76
名

（
順
不
同
）

寄
付

●
年
会
費　

    

1
2
0
0
円

●
5
年
会
費    

6
0
0
0
円

●
10
年
会
費 

1
2
0
0
0
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
2
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

　

後
期
高
齢
者
世
代
の
多
く

は
ガ
ラ
ケ
ー
で
十
分
と
、
ス

マ
ホ
は
少
数
派
。
中
学
同
窓

10
人
ば
か
り
に
呼
び
掛
け

L
i
n
e
同
窓
会
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
た
と
こ
ろ
大
好
評
な

の
で
高
校
同
窓
メ
ン
バ
ー
に

呼
び
掛
け
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
た
由
。
グ
ル
ー
プ
名
は

「
37
池
高
商
業
未
申
会
」
。
メ

ン
バ
ー
は
徳
島
4
人
、
大
阪

2
人
、
東
京
3
人
。
う
ち
女

性
が
3
人
。
コ
ロ
ナ
禍
の
新

し
い
「
同
窓
会
」
ス
タ
イ
ル

を
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。

◆
前
年
に
続
き
定
期
総
会
は

中
止
。
で
も
「
や
ま
び
こ
」

は
お
届
け
で
き
ま
し
た
。

◆
ツ
ア
ー
、
同
窓
会
、
気
の

置
け
な
い
仲
間
と
会
食
歓
談

な
ど
、
生
活
に
彩
り
を
添
え

て
く
れ
た
こ
と
を
今
、
私
た

ち
は
我
慢
せ
ざ
る
を
得
な
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、

き
っ
と
安
心
安
全
な
ニ
ュ
ー

ラ
イ
フ
時
代
が
来
る
は
ず
で

す
。

◆
来
年
度
は
創
立
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
母
校
。
コ
ロ
ナ

禍
を
超
え
た
祝
賀
事
業
に
参

画
し
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

前列中央・土井会長、右隣・尾藤事務局長

川
柳

（昭33卒）
頭師　隆

（昭35卒）
優勝は徳田公伸さん

【賃取り橋の軌跡】で検索できます。

　ハイカーにとって一度は歩いてみたいと言われる
奈良の古道「山の辺の道」。高齢者にも優しいコース。
●日   時/

●コース/
●その他/
●連絡先/

11月3日（文化の日）午前10時　
JR天理駅改札口集合
JR天理駅～JR柳本駅　約８km。
事前申込不要。雨天中止。
川原　090-9164-0025

次回家族ハイキングは「山の辺の道」

北
尾
孝
子
（
37
）
荒
木
久
美
（
60
）

高
橋
央
子　

竹
口
重
員　

宮
脇
孝
子

十
川
桂
子　

田
口
潤
子　

小
原　

進　

梅
原
由
紀
子　

吉
塚
信
重

邉
見
豊
子　

岸　

和
子　

谷
川
道
代　

岩
井
ひ
ろ
み　

谷
川
克
子

太
田
キ
ミ
子

山
口
三
郎

森　

隆
子

林　

貴
康

石
田
一
枝

奥　

光
明　

眞
鍋
憲
行

尾
藤
福
一　

桑
地
泰
信

黒
島
悦
子

松
山
和
子

村
上
安
紀　

（
27
）　

（
31
）　

（
33
）

（
34
）　

（
37
）　

（
38
）　

（
39
）　

（
40
）

（
43
）　

（
45
）　

（
48
）　

（
53
）　

（
60
）

（
30
）　

（
31
）　

（
33
）　

（
35
）　

（
38
）

（
38
）　

（
40
）　

（
41
）　

（
44
）　

（
46
）

（
48
）　

（
56
）　

井
上　

恵　

鈴
木
宣
康（
28
）　

（
49
）
大
西
哲
生　（
47
）　

　

も
う
一
度

　

校
歌
聞
き
た
い

　

甲
子
園

　

儲
け
話

　

聞
き
耳
持
た
ぬ

　

足
の
胼
胝

　

パ
ノ
ラ
マ
の

　

過
去
よ
み
が
え
る

　

ク
ラ
ス
会

第
49
回
大
会
は

秋
田
さ
ん
が
連
続
優
勝
！

◆
L
i
n
e
同
窓
会
の
勧
め


